
Red Hat OpenShift Container Storage
4.7

IBM Cloud を使用した OpenShift Container
Storage のデプロイ

インストール方法

Last Updated: 2023-05-01





Red Hat OpenShift Container Storage 4.7 IBM Cloud を使用した
OpenShift Container Storage のデプロイ

インストール方法

Enter your first name here. Enter your surname here.
Enter your organisation's name here. Enter your organisational division here.
Enter your email address here.



法律上の通知

Copyright © 2022 | You need to change the HOLDER entity in the en-
US/Deploying_OpenShift_Container_Storage_using_IBM_Cloud.ent file |.

The text of and illustrations in this document are licensed by Red Hat under a Creative Commons
Attribution–Share Alike 3.0 Unported license ("CC-BY-SA"). An explanation of CC-BY-SA is
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. In accordance with CC-BY-SA, if you distribute this document or an adaptation of it, you must
provide the URL for the original version.

Red Hat, as the licensor of this document, waives the right to enforce, and agrees not to assert,
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概要

Red Hat OpenShift Container Storage の IBM Cloud へのインストール方法については、本書をお
読みください。 Deploying and managing OpenShift Container Storage in IBM Cloud is a
Technology Preview feature. Technology Preview features are not supported with Red Hat
production service level agreements (SLAs) and might not be functionally complete. Red Hat does
not recommend using them in production. These features provide early access to upcoming
product features, enabling customers to test functionality and provide feedback during the
development process.
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はじめに

Red Hat OpenShift Container Storage 4.7 では、接続された環境での IBM Cloud クラスターの Red Hat
OpenShift でのデプロイメントをサポートします。

はじめに
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多様性を受け入れるオープンソースの強化

Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り
組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリ
スト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後
の複数のリリースで段階的に用語の置き換えを実施して参ります。詳細は、弊社の CTO である Chris
Wright のメッセージ を参照してください。
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RED HAT ドキュメントへのフィードバック (英語のみ)
弊社のドキュメントについてのご意見をお聞かせください。ドキュメントの改善点があれば、ぜひお知
らせください。フィードバックをお寄せいただくには、以下をご確認ください。

特定の部分についての簡単なコメントをお寄せいただく場合は、以下をご確認ください。

1. ドキュメントの表示が Multi-page HTML 形式になっていていることを確認してください。
ドキュメントの右上隅に Feedback ボタンがあることを確認してください。

2. マウスカーソルを使用して、コメントを追加するテキストの部分を強調表示します。

3. 強調表示されたテキストの下に表示される Add Feedback ポップアップをクリックしま
す。

4. 表示される指示に従ってください。

より詳細なフィードバックをお寄せいただく場合は、Bugzilla のチケットを作成してくださ
い。

1. Bugzilla の Web サイトに移動します。

2. Component (コンポーネント) として Documentation を使用します。

3. Description フィールドに、ドキュメントの改善に向けたご提案を記入してください。ド
キュメントの該当部分へのリンクも追加してください。

4. Submit Bug をクリックします。

RED HAT ドキュメントへのフィードバック (英語のみ)
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第1章 IBM CLOUD を使用した OPENSHIFT CONTAINER
STORAGE のデプロイ 

IBM Cloud で実行されるワークロードには、Red Hat OpenShift Container Storage を使用できます。 
これらのワークロードは、パブリッククラウドまたは独自の IBM Cloud Satellite の場所にある IBM
Cloud クラスターの Red Hat OpenShift で実行される場合があります。 

IBM Cloud パブリックへのデプロイ

IBM Cloud Satellite へのデプロイ

1.1. IBM CLOUD パブリックへのデプロイ

IBM Cloud クラスターで Red Hat OpenShift を作成する場合、classic または Virtual Private Cloud
(VPC) インフラストラクチャーのいずれかを選択できます。Red Hat OpenShift Container Storage の
マネージドクラスターアドオンは、どちらのインフラストラクチャープロバイダーもサポートします。
classic クラスターの場合、アドオンはローカルストレージ Operator を使用して OpenShift Container
Storage Operator をデプロイします。VPC クラスターの場合、アドオンは OpenShift Container
Storage Operator をデプロイします。これは VPC ストレージボリュームの IBM Cloud Block Storage
で使用できます。

OperatorHub からのインストールではなく、OpenShift Container Storage マネージドクラスターア
ドオンを使用した OpenShift Container Storage のインストールについての利点

個別のリソースを手動で作成するのではなく、単一の CRD から OpenShift Container Storage
をデプロイします。たとえば、アドオンが有効にする単一 CRD で、OpenShift Container
Storage の実行に必要な namespace、storagecluster、その他のリソースを設定します。

Classic - OpenShift Container Storage CRD に指定するストレージデバイスを使用して PV を
自動的に作成します。

VPC - OpenShift Container Storage ストレージクラスターの VPC ストレージボリュームで
IBM Cloud Block Storage を動的にプロビジョニングします。

マネージドアドオンについてのパッチ更新を自動的に取得します。

CRD の単一フィールドを変更して、OpenShift Container Storage バージョンを更新します。

CRD に認証情報を指定して、IBM Cloud Object Storage と統合します。

1.1.1. IBM Cloud での classic インフラストラクチャーへのデプロイ

マネージドクラスターアドオンを使用して OpenShift Container Storage Operator およびローカルスト
レージ Operator をインストールして、IBM Cloud classic クラスターに OpenShift Container Storage
をデプロイすることができます。OpenShift Container Storage アドオンを IBM Cloud classic クラス
ターにインストールした後に、ストレージデバイスの設定情報が含まれる単一のカスタムリソース定義
を作成します。

詳細は、OpenShift Container Storage のプランニング  ガイドを参照してください。

1.1.2. IBM Cloud の VPC インフラストラクチャーへのデプロイ

マネージドクラスターアドオンを使用して OpenShift Container Storage Operator をインストールし
て、IBM Cloud VPC クラスターに OpenShift Container Storage をデプロイすることができます。

Red Hat OpenShift Container Storage 4.7 IBM Cloud を使用した OpenShift Container Storage のデプロイ
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OpenShift Container Storage アドオンを IBM Cloud の classic クラスターにインストールした後に、
ワーカーノード情報、および OpenShift Container Storage ストレージデバイスを動的にプロビジョニ
ングするために使用する VPC ストレージクラスの IBM Cloud Block Storage を含むカスタムリソース定
義を作成します。

詳細は、クラスターの OpenShift Container Storage の準備  について参照してください。

1.2. IBM CLOUD SATELLITE へのデプロイ

IBM Cloud Satellite では、オンプレミスデータセンターや別のクラウドプロバイダーなど、独自のイン
フラストラクチャーでロケーションを作成して、IBM Cloud サービスを、データがある場所などの任意
の場所に移すことができます。Red Hat OpenShift Container Storage を使用してデータを保存する場
合は、Satellite ストレージテンプレートを使用して、Satellite の場所にあるクラスター全体に
OpenShift Container Storage を一貫してインストールできます。テンプレートは、ローカルディスク
へのデバイスパスや、ボリュームを動的にプロビジョニングするために使用するストレージクラスな
ど、さまざまな OpenShift Container Storage パラメーターの Satellite 設定を作成するのに役立ちま
す。次に、Satellite 設定を OpenShift Container Storage をインストールするクラスターに割り当てま
す。

OperatorHub からのインストールではなく、Satellite ストレージを使用した OpenShift Container
Storage のインストールについての利点

バージョンを OpenShift Container Storage 設定で作成して、複数のクラスターにインストール
するか、または既存の設定を拡張します。

OpenShift Container Storage を一貫した方法で複数のクラスターで 更新します。

開発者がクラスター全体で永続ストレージに使用できるストレージクラスを標準化します。

Satellite Config を使用してアプリケーションに同様のデプロイメントパターンを使用します。

ワーカーノードでローカルディスクを使用する OpenShift Container Storage クラスター、また
はストレージプロバイダーから動的にプロビジョニングされたボリュームを使用する
OpenShift Container Storage クラスターのテンプレートから選択します。

テンプレートに認証情報を指定して、IBM Cloud Object Storage と統合します。

1.2.1. IBM Cloud Satellite のワーカーノードに存在するローカルストレージを使用する
OpenShift Container Storage の使用

ワーカーノードにあるローカルストレージを使用する OpenShift Container Storage 設定の場合、
Satellite テンプレートを使用して OpenShift Container Storage 設定を設定できます。クラスターは、
CPU およびメモリー要件、ならびに利用可能な raw 形式の未フォーマットのアンマウントされたディ
スクのサイズ要件などの特定の要件を満たす必要があります。ワーカーノードにすでに存在するローカ
ルストレージデバイス、またはワーカーノードに割り当てる静的にプロビジョニングされた raw ボ
リュームを使用する場合、ローカルの OpenShift Container Storage 設定を選択します。

詳細は、IBM Cloud Satellite のローカルの OpenShift Container Storage ストレージについてのドキュ
メント を参照してください。

1.2.2. リモートの動的にプロビジョニングされるストレージボリュームを使用する
OpenShift Container Storage の IBM Cloud Satellite での使用

優先されるストレージプロバイダーリモートの動的にプロビジョニングされるストレージボリュームを
使用する OpenShift Container Storage 設定については、Satellite ストレージテンプレートを使用して

第1章 IBM CLOUD を使用した OPENSHIFT CONTAINER STORAGE のデプロイ
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ストレージ設定を作成できます。OpenShift Container Storage 設定で、使用するストレージクラスと
プロビジョニングするボリュームサイズを指定します。クラスターは、CPU やメモリーの要件など、
特定の要件を満たす必要があります。OpenShift Container Storage 設定でストレージプロバイダーか
ら動的にプロビジョニングされるリモートボリュームを使用する必要がある場合は、OpenShift
Container Storage のリモートストレージテンプレートを選択します。

詳細は、IBM Cloud Satellite のリモート OpenShift Container Storage ストレージについてのドキュメ
ント を参照してください。
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